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【事務所 開所時間】

原則として月・水・金 1000～1500

（月・水：土屋 金：内田）

海
自
航
空
術
科
教
育
等
の
現
状
を
知
る

体験喫食 金曜の昼食は、定

番 海自カレー。 一般の参

加者からもおいしいと好評。

総
会
・
防
衛
講
話
・
懇
親
会
を
実
施

各
地
で
支
部
総
会
開
催

館
山
支
部
【
川
村

巖
支
部
長
】

５
月
12
日
（
土
）
、
16
時
か
ら
館
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
49
名
が
参
加
し
、
23
事
業

報
告
・
24
事
業
計
画
等
を
審
議
し
た
後
、
日
本
会
議
会
員

青
木
義
博
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
誇
り
あ
る
日
本
を
目
指

し
て
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
い
た
。
懇
親
会
は
、
支
部
と

「
館
空
会
」
合
同
で
実
施
し
、
中
田
芳
基
第
21
航
空
群
司

令
及
び
各
隊
司
令
等
約
20
名
、
海
友
会
会
長
、
館
空
会
会

長
、
榎
本
・
太
田
両
市
議
会
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
総
員

約
80
名
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を
話
題
に
し
て
楽
し
く

語
ら
っ
た
。

木
更
津
支
部
【
柏
谷

健
蔵
支
部
長
】

５
月
12
日
（
土
）
、
16
時
か
ら
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
総
会
、
講
話
及
び
懇
親
会
を
開
催
。
総
会
は
、
36

名
が
参
加
し
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
、

会
長
挨
拶
、
県
隊
友
会
副
会
長
祝
辞
に
続
き
、
議
事

（
事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
、
役
員
人
事
）
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
清
田
安
志
第
１
ヘ
リ
団
長
を
講
師

に
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
ヘ
リ
団
の
活
動
状
況
」

と
題
し
た
講
話
を
聴
講
し
た
。
懇
親
会
は
、
清
田
ヘ
リ

団
長
、
本
橋
稔
彦
海
自
航
空
補
給
処
長
、
三
谷
直
人
空

自
第
１
補
給
処
長
及
び
陸
海
空
自
衛
隊
主
要
幹
部
・
上

級
先
任
曹
長
、
遠
藤
隆
二
郎
木
更
津
ボ
リ
ュ
ー
ム
会
会

長
、
協
力
団
体
等
代
表
、
約
20
名
を
来
賓
に
迎
え
、
会

話
を
弾
ま
せ
た
。

市
川
支
部
【
永
井

博
支
部
長
】

５
月
13
日
（
日
）
、
13
時
か
ら
市
内
に
お
い
て
総
会
及

び
懇
親
会
を
開
催
。
総
会
は
、
10
名
が
参
加
し
、
県
の
事

業
計
画
の
紹
介
と
そ
れ
に
対
応
し
た
支
部
の
活
動
計
画
の

説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
特
に
、
本
年
は
、
九
都
県

市
防
災
訓
練
の
会
場
が
市
川
市
と
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
県
隊
友
会
に
対
し
研
修
を
含
め
、
参
加
を
呼
び

梅
雨
の
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
、
６
月
15
日
（
金
）
、
特
別
会
員
、
会
員

の
家
族
・
知
人
38
名
を
含
む
１
１
０
名
が
参
加
、
下
総
教
育
航
空
群
及

び
第
３
術
科
学
校
を
研
修
し
た
。
最
初
に
山
作
教
育
航
空
群
司
令
の
挨

拶
を
頂
い
た
後
、
群
及
び
学
校
の
任
務
・
編
成
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

じ
後
４
個
組
に
分
か
れ
Ｓ
Ｈ
―
60
Ｊ
型
実
機
教
材
、
航
空
機
、
整
備
機

及
び
資
料
館
を
研
修
し
た
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
は
、
Ｐ
―
３
Ｃ
哨

戒
機
２
機
に
分
乗
、
１
時
間
15
分
に
亘
り
、
茂
原
・
大
東
崎
沖
ま
で
飛

行
し
海
面
す
れ
す
れ
の
哨
戒
飛
行
の
実
相
を
体
験
し
大
満
足
で
あ
っ
た
。

本
研
修
に
よ
り
、
海
自
航
空
部
隊
の
現
状
、
術
科
教
育
、
航
空
機
の
性

能
・
運
用
及
び
対
潜
作
戦
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
海
軍

の
増
強
が
続
く
中
、
尖
閣
、
東
シ
ナ
海
等
領
土
・
領
海
の
防
衛
の
た
め
、

こ
の
様
な
対
艦
・
対
潜
水
艦
作
戦
能
力
の
向
上
は
急
務
で
あ
り
、
現
役

隊
員
の
益
々
の
精
進
を
期
待
し
て
研
修
を
終
え
た
。

宮地副会長挨拶

海自は、艦艇主体と思われがちだが艦艇

と航空は人的にもフィフティフィフティ。

固定翼機操縦士、戦術航空士、整備員、

基地要員は、ここ下総で必ず教育を受け

る。下総は海自航空のメッカである。

若い隊員の案内で研修。基地

司令はじめ皆様の支援に感謝。

Ｐー３Ｃの運用・性能のブリーフィング

【群第203教育航空隊】潜水艦の探知・追跡・

攻撃要領等の説明。右下はソノブイの説明。
Ｐー３Ｃ哨戒機整備のブリーフィング【群第203整備補

給隊】 航空機の定期整備等の要領に納得。

ＳＨー６０Ｊ型実機教材のブリーフィング【３

術校】 整備要領、性能の説明に聞き入る。

各組毎 記念写真に納まる

事
務
局
か
ら
の
連
絡
事
項

◎
24
年
度
隊
友
会
定
時
総
会
終
了

会
長
・
事
務
局
長
が
出
席
。
各
議
案
に
賛

成
し
た
。
皆
様
に
お
願
い
し
た
議
決
権
行
使

は
、
２
，
２
３
８
名
（
葉
書
返
送
２
，
０
４

１
名
、
我
孫
子
・
白
井
・
大
日
各
支
部
の
委

任
者
名
簿
１
９
５
名
及
び
メ
ー
ル
で
の
委
任

２
名
）
の
方
か
ら
委
任
を
頂
い
た
。
委
任
率

は
約
66
％
で
あ
り
、
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
。
来

年
も
同
様
な
方
法
で
議
決
権
行
使
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
。

ま
た
、
総
会
後
の
表
彰
式
で
小
渡
・
冨
樫

両
理
事
役
（
県
会
長
推
薦
）
及
び
下
総
教
育

航
空
群
（
即
日
入
会
者
多
数
の
功
績
等
で
海

幕
長
推
薦
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

◎
隊
友
が
作
る
特
産
品
の
購
入
を

収
益
事
業
の
新
た
な
試
み
と
し
て
隊
友
が

作
る
特
産
品
の
販
売
を
開
始
。
今
回
は
鹿
児

島
県
隊
友
会
員
が
作
る
薩
摩
本
格
芋
焼
酎

「
隊
友
」
の
販
売
で
す
。
購
入
方
法
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
見
て
。
ま
た
７
月
隊
友
紙
配

付
に
併
せ
購
入
用
紙
を
同
封
。
お
い
し
い
焼

酎
で
す
。
是
非
ご
購
入
を
。

◎
在
葉
部
隊
の
夏
祭
り

８
月
４
日
・
５
日

習
志
野
駐
屯
地

８
月
８
日

下
志
津
・
松
戸
・
木
更
津
各

駐
屯
地
、
松
戸
予
備
日
９
日

◎
九
都
県
市
防
災
訓
練

９
月
１
日
（
土
）

12
時
か
ら
15
時

市

川
市
江
戸
川
河
川
敷
緑
地
に
て
。
（
主
要
会

場
訓
練
）

下
志
津
駐
屯
地
広
報
ツ
ア
ー
に
参
加
を

第
57
回
下
志
津
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
（
つ
つ
じ
祭
り
）

予
備
自
講
話
を
実
施

乃
坂
元
木
更
津
支
部
長
は
、
６
月
26
日(

火
）
、
習
志
野
駐
屯
地

で
召
集
訓
練
中
の
予
備
自
衛
官
に
対
し
１
時
間
に
わ
た
り
防
衛
講
話

を
行
っ
た
。
乃
坂
元
支
部
長
は
、
中
国
問
題
に
造
詣
が
深
く
、
毎
年

数
回
に
わ
た
り
講
話
し
て
頂
い
て
い
る
。
今
回
は
、
「
尖
閣
問
題
を

考
え
る
」
と
題
し
て
講
話
さ
れ
た
。

知人・友人等にも紹介し、盛り上げて下さい。

毎月第２火曜日に実施。下志津駐屯地 高射学

校広報室（043-422-0221（代表）に申し込み。

相
談
役
を
委
嘱

４
月
19
日
（
木
）
、
山
田
会
長
は
、
副
会
長
・
地
元
支
部
長
・

駐
屯
地
担
当
理
事
役
と
と
も
に
下
志
津
駐
屯
地
司
令
兼
陸
自

高
射
学
校
長

掛
川
壽
一
陸
将
補
を
表
敬
訪
問
、
相
談
役
就

任
を
お
願
い
し
、
快
諾
を
得
た
。
懇
談
の
中
で
退
官
者
の
隊

友
会
へ
の
入
会
促
進
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
災
害
情
報
協

力
員
制
度
等
を
説
明
し
た
。

前列、向かって左から冨田

副会長、掛川司令、会長、

佐藤千葉若葉支部長

後列、同、中尾四街道支部

長、天草・大根理事役

４
月
29
日
（
日
）
、
10
時
30
分
か
ら
掛
川
壽
一

陸
将
補
が
執
行
者
と
な
り
、
下
志
津
駐
屯
地
創
立

記
念
式
典
（
つ
つ
じ
祭
り
）
が
開
催
さ
れ
た
。
式

典
に
は
、
奥
野
総
一
郎
衆
議
院
議
員
、
水
野
賢
一

参
議
院
議
員
、
臼
井
日
出
男
前
衆
議
院
議
員
、
熊

谷
俊
人
千
葉
市
長
、
佐
渡

斉
四
街
道
市
長
、
協

力
団
体
代
表
者
及
び
在
葉
部
隊
指
揮
官
等
が
参
列

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
空
挺
団
、
ヘ
リ
団
、
陸
自
第

２
高
射
特
科
群
及
び
空
自
高
射
隊
が
協
同
し
、
空

陸
一
体
と
な
っ
た
訓
練
展
示
が
行
な
わ
れ
、
多
く

の
観
衆
が
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。
懇
親
会
に
は
、

県
隊
友
会
か
ら
会
長
、
若
梅
・
中
尾
・
櫻
井
・
増

山
の
各
支
部
長
、
内
田
・
大
根
両
理
事
役
及
び
会

員
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
熊
谷
千
葉
市
長
は
、
懇

親
会
の
祝
辞
の
中
で
、
先
に
県
隊
友
会
が
実
施
し

た
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
素
晴
ら
し
い
企
画
で
良

か
っ
た
と
参
加
者
に
披
露
さ
れ
た
。

観閲行進
空挺降下

尖閣諸島には、明確な実効支配を。

国家と国民に領土を守る強い意志が

あって初めて国家と国民の尊厳が守

られる。・・・傾聴する予備自



か
け
た
。
ま
た
、
災
害
情
報
協
力
員
は
、
自
衛
隊
へ
の
通
報

の
み
な
ら
ず
、
市
へ
の
情
報
提
供
へ
、
そ
の
輪
を
広
げ
る
方

向
で
検
討
中
で
あ
る
。
懇
親
会
は
、
千
葉
地
本
船
橋
出
張
所

長
兼
ね
て
市
川
募
集
案
内
所
長

峠

功
喜
１
陸
尉
を
来

賓
に
迎
え
募
集
の
現
状
、
市
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識

等
に
つ
い
て
話
を
聴
く
と
と
も
に
、
薗
浦
健
太
郎
前
衆
議

院
議
員
を
迎
え
懇
談
し
た
。

第
６
回
県
隊
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

雨
に
も
負
け
ず
全
員
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

白
井
支
部
優
勝

５
月
22
日
（
火
）
、
ム
ー
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
茂
原

市
）
に
お
い
て
、
前
年
度
優
勝
の
木
更
津
支
部
が
幹
事
と
な
っ
て

開
催
。
ス
タ
ー
ト
時
は
、
小
降
り
だ
っ
た
雨
も
ホ
ー
ル
が
進
む
に

つ
れ
次
第
に
強
く
な
る
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
が
最

年
長

田
口
智
朗
隊
友
（
76
歳
）
以
下
53
名
全
員
が
無
事
ホ
ー
ル

ア
ウ
ト
、
、
親
睦
を
深
め
た
。(

と
は
言
え
、
今
後
、
体
調
に
は
十

分
注
意
さ
れ
、
無
理
を
し
な
い
で
下
さ
い
。)

団
体
戦

優
勝

白
井
支
部

２
位

四
街
道
支
部

３
位

山
武
東
金
支
部
（
Ｂ
）

個
人
戦
（
敬
称
略
）

優
勝

板
垣

實
（
四
街
道
支
部
）

２
位

横
山
政
四
（
木
更
津
支
部
）

３
位

玉
井
秀
幸
（
白
井
支
部
）

ベ
ス
グ
ロ

藤
繩
祐
爾
（
印

西
支
部
）
グ
ロ
ス
83

藤縄隊友会理事長にご挨拶を頂き

ました。ベスグロお見事。
田中宗隆 県議会副議長参加。白井支

部の一員として優勝に貢献されました。

柏谷木更津支部長以下支部の皆様、

３年連続の幹事お疲れ様でした。

６
月
23
日
（
土
）
、
13
時
半
か
ら
東
金
市
中
央
公
民
館
に

お
い
て
会
員
29
名
出
席
で
総
会
を
行
っ
た
後
、
15
時
か
ら
市

民
を
含
む
約
１
０
０
名
の
聴
衆
を
集
め
、
山
之
上
哲
郎
第

１
空
挺
団
長
を
講
師
に
迎
え
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

い
う
演
題
で
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
第
１
空
挺
団
の
活

動
と
教
訓
に
つ
い
て
１
時
間
半
に
亘
っ
て
お
話
し
頂
い
た
。

素
晴
ら
し
い
講
演
で
内
容
に
感
動
し
、
目
を
押
さ
え
る
聴

衆
多
数
で
あ
っ
た
。
懇
親
会
は
、
市
内
宴
会
場
に
場
を
移
し
、

志
賀
直
温
東
金
市
長
、
佐
藤
晴
彦
横
芝
光
町
町
長
、
阿
井
伸

也
・
石
橋
清
孝
両
県
議
会
議
員
、
鈴
木

豊
山
武
郡
市
中

央
消
防
署
長
、
野
沢
敏
彦
千
葉
偕
行
会
事
務
局
長
、
山
之
上

団
長
、
小
原
浩
信
空
挺
団
第
３
普
通
科
大
隊
長
（
山
武
東
金

地
区
担
当
）
、
同
小
林
良
正
小
隊
長
、
高
野
洋
同
本
部
最
先

任
上
級
曹
長
、
野
口
健
太
郎
地
本
茂
原
地
域
事
務
所
長
及

び
門

護
地
本
成
田
地
域
事
務
所
長
他
多
数
の
来
賓
を
含

む
50
名
が
集
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

山
武
東
金
支
部
【
若
梅

友
男
支
部
長
】

千
葉
稲
毛
支
部
【
櫻
井

武
之
支
部
長
】

大
日
精
化
職
域
支
部
【
川
奈

勝
幸
支
部
長
】

東
葛
地
区
支
部
連
合
会
【
工
藤

愼
一
連
合
会
長
】

八
街
支
部
【
鬼
島

紘
志
支
部
長
】

７
月
１
日
（
日
）
、
松
戸
駐
屯
地
に
お
い
て
50
名
が
参
加

し
て
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
。
事
業
計
画
等
を
承
認
し
た

後
、
小
渡
理
事
役
が
会
社
で
の
体
験
に
基
づ
く
講
話
を
行
っ

た
。
本
総
会
を
も
っ
て
工
藤
愼
一
東
葛
地
区
支
部
連
合
会
長

は
２
年
間
務
め
た
会
長
か
ら
退
任
さ
れ
、
後
任
に
豊
嶋
尉
史

我
孫
子
支
部
長
が
支
部
長
兼
務
で
就
任
さ
れ
た
。
懇
親
会
に

は
、
前
衆
議
院
議
員
渡
辺
博
道
氏
、
清
水
聖
士
鎌
ヶ
谷
市
長
、

河
上

茂
・
武
田
正
光
両
千
葉
県
議
会
議
員
、
上
橋

泉
柏

市
議
会
議
員
、
甲
斐
俊
光
我
孫
子
市
議
会
議
員
、
大
橋

博

松
戸
市
議
会
議
員
、
斎
藤

健
衆
議
院
議
員
代
理
、
前
衆
議

院
議
員
櫻
田
義
孝
氏
代
理
、
熊
本
義
宏
松
戸
駐
屯
地
司
令
及

び
室
園
信
宏
関
東
補
給
処
松
戸
支
処
長
を
来
賓
に
迎
え
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

５
月
26
日
（
土
）
，
17
時
か
ら
市
内
に
お
い
て
総
会
及

び
懇
親
会
を
開
催
。
総
会
は
、
国
旗
に
対
す
る
敬
礼
、
支

部
長
挨
拶
、
議
長
選
出
、
会
務
・
会
計
報
告
を
含
む
議
案

審
議
の
順
で
行
わ
れ
た
。
続
く
、
懇
親
会
に
は
、
北
村
新

司
八
街
市
長
、
長
谷
川
健
一
前
八
街
市
長
、
山
本
義
一
県

議
会
議
員
、
湯
淺
祐
徳
八
街
市
議
会
副
議
長
、
石
井
孝
昭

八
街
市
議
会
議
員
及
び
秋
元
真
利
（
ま
さ
と
し
）
自
民
党

千
葉
県
第
９
選
挙
区
支
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
50
名

を
も
っ
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

５
月
26
日
（
土
）
15
時
か
ら
市
内
に
お
い
て
会
員
11

名
が
参
加
し
て
総
会
及
び
懇
親
会
を
実
施
。
支
部
長
挨

拶
に
続
き
、
23
年
成
果
・
24
年
度
事
業
予
定
を
審
議
し

た
後
、
門
山
宏
哲
（
ひ
ろ
あ
き
）
自
民
党
千
葉
県
第
１
選

挙
区
支
部
長
及
び
小
松
崎
ふ
み
よ
し
市
議
を
来
賓
に
迎

え
て
懇
親
会
を
行
い
情
報
交
換
・
意
思
疎
通
を
図
っ
た
。

６
月
24
日
（
日
）
、
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
新
入
会
員

歓
迎
会
を
開
催
。
13
時
か
ら
第
１
空
挺
団
空
挺
教
育
隊
長

橋
口
３
佐
を
講
師
に
３
・
１
１
の
体
験
を
基
に
し
た
防
衛

講
話
を
聴
講
し
た
後
14
時
か
ら
新
入
会
員
歓
迎
会
を
行
っ

た
。
会
に
は
山
﨑
重
光
本
社
・
相
談
役
、
早
川
建
本
社
総

務
・
人
事
本
部
室
室
長
取
締
役
、
坂
口
恒
久
本
社
総
務
・

人
事
本
部
室
執
行
役
員
、
谷

俊
夫
成
田
製
造
所
所
長
、

林

幹
一
県
議
会
議
員
、
小
山
昭
成
田
市
議
会
議
員
、
井

上
敏
憲
空
挺
団
副
団
長
及
び
橋
口
空
挺
教
育
隊
隊
長
を
来

賓
に
迎
え
、
約
１
０
０
名
が
集
っ
て
８
名
の
入
会
を
祝
っ

た
。
北
海
道
の
部
隊
出
身
の
新
入
会
員
は
、
ラ
ッ
パ
手
の

経
験
を
生
か
し
、
先
輩
の
前
で
ラ
ッ
パ
を
披
露
、
拍
手
喝

さ
い
を
浴
び
た
。
大
日
支
部
は
、
成
田
製
造
所
総
員
２
０

２
名
の
半
数
99
名
が
隊
友
会
員
で
あ
り
、
ま
た
職
域
支
部

は
、
こ
こ
成
田
と
同
社
東
海
製
造
事
業
所
の
２
個
支
部
に

な
っ
た
。
今
後
、
千
葉
県
隊
友
会
と
し
て
は
、
会
社
の
ご

理
解
の
も
と
、
こ
の
職
域
支
部
が
未
来
永
劫
続
く
よ
う
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
。

白
井
支
部
【
増
山

普
一
支
部
長
】

印
西
支
部
【
津
村

隆
尋
支
部
長
】

６
月
24
日
（
日
）
、
印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
総
会

及
び
懇
親
会
を
開
催
。
総
会
に
は
15
名
が
出
席
、
国
歌
斉
唱
、

黙
祷
、
支
部
長
挨
拶
に
続
き
、
瀧
田
敏
幸
県
議
会
議
員
、
白

須
賀
貴
樹
自
民
党
千
葉
県
第
13
選
挙
区
支
部
長
及
び
金
丸

和
史
印
西
市
議
会
議
長
に
祝
辞
を
頂
い
た
。
懇
親
会
に
は
、

山
﨑
山
洋
印
西
市
長
、
金
丸
議
長
、
山
作
房
彦
下
総
教
育
航

６
月
17
日
（
日
）
、
市
内
に
お
い
て
12
時
半
か
ら
会
員

21
名
が
参
加
し
て
総
会
を
開
催
。
そ
の
後
、
山
作
房
彦
下
総

教
育
航
空
群
司
令
、
植
松
則
彦
基
地
隊
司
令
、
多
田
育
民
白

井
市
議
会
議
員
及
び
齋
藤
美
鈴
元
防
衛
モ
ニ
タ
ー
を
来
賓

に
迎
え
、
昼
食
懇
談
会
を
実
施
。
そ
こ
で
は
参
加
者
全
員
の

近
況
報
告
を
行
う
と
と
も
に
日
本
舞
踊
及
び
詩
吟
の
発
表

が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

議員を囲み盛り上がる懇親会（稲毛支部）

空
群
司
令
及
び
空
挺
団
長
代
理
普
通
科
大
隊
中
隊
長
石
本

龍
一
３
陸
佐
を
来
賓
に
迎
え
、
近
況
報
告
を
含
め
、
和
気
藹
々

に
ぎ
や
か
に
行
っ
た
。

【
印
西
】
志
野

慶
一
（
海
）

【
安
房
】
青
木

武(

海
）

【
山
武
東
金
】
相
澤

圭
介(

陸
）
、
中
山

徳
仁

（
陸
）

【
佐
倉
】
小
田

輝
雄(

海
）

【
館
山
】
稲
垣

米
蔵
（
海
）
、
小
畑

敏
之(

海
）

【
船
橋
】
黒
川

英
美(

陸
）
、
龍
相

正
昭
（
陸
）

【
長
生
】
畑

俊
之
（
海
）

【
柏
】
小
山

英
雄(

陸
）
、
西
川

猛(

陸
）
、

堀
川

哲
也
（
海
）

【
八
千
代
】
日
野

進
（
陸
）

【
木
更
津
】
山
口

桂(

海
）
、
鈴
木

靖
雄(

海
）
、

河
津

和
也(

陸
）

【
大
日
精
化
】
會
田

裕
介
（
陸
）
、
小
野

誠

也
（

陸
）
、
亀
谷

真
樹
（
陸
）
、
佐
藤

亮
介

（
陸
）
、
皿
良

健
太
郎
（
陸
）
、
寺
本

翼

（
陸
）
、
長
井

勇
希
（
陸
）
、
山
崎

恵
二

（
陸
）

入
会
者

24
年
・
４
月
・
５
月
・
６
月

祝
入
会
【
敬
称
略
・
順
不
同
】

千
葉
だ
よ
り
５
月
号
で
叙
勲
受
章
・
４
月
入
会
者
に
掲
載
漏

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

隊
友
会
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

木
更
津
支
部
投
稿
記
事

去
る
２
月
５
日(

日)

隊
友
会
木
更
津
支
部
計
画
に
よ
る
研

修
旅
行
に
参
加
し
た
。
こ
こ
数
日
来
、
関
東
地
域
か
ら
離
れ

な
か
っ
た
寒
波
は
、
昨
日
（
２
月
４
日
）
の
「
立
春
」
入
り

と
同
時
に
太
平
洋
上
に
流
れ
去
り
、
当
日
は
日
差
し
の
暖
か

い
一
日
と
な
り
、
柏
谷
木
更
津
支
部
長
他
参
加
者
30
名
を
乗

せ
た
貸
切
バ
ス
は
予
定
の
７
時
30
分
に
木
更
津
駅
前
を
出
発

し
た
。

研
修
先
は
、
茨
城
県
内
に
あ
る
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
午

前
）
と
、
昨
秋
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
特
別
企
画
番
組
と
し
て
数
回
に
亘

り
放
映
し
た
。
剣
聖
塚
原
卜
傳
の
所
縁
の
地
、
鹿
島
神
宮

（
午
後
）
で
あ
る
。

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）
の
正
門

を
入
る
と
、
最
初
に
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
全
長
50
メ
ー
ト

ル
、
直
径
４
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
純
国
産
の
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
の

実
物
大
の
展
示
品
で
あ
り
、
先
ず
は
展
示
品
を
バ
ッ
ク
に
参

加
者
全
員
の
記
念
写
真
を
撮
る
。

セ
ン
タ
ー
内
の
研
修
時
間
は
一
時
間
と
、
若
干
少
な
い

感
じ
は
す
る
が
、
見
学
者
の
多
い
こ
と
も
あ
り
。
１
日
数

回
の
サ
イ
ク
ル
で
見
学
案
内
を
す
る
セ
ン
タ
ー
側
と
し
て

は
止
む
を
得
な
い
処
置
と
も
思
わ
れ
る
。
科
学
知
識
に
疎

い
私
で
は
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
内
の
諸
物
の
見
学
で
は
得

る
こ
と
の
多
い
研
修
で
あ
っ
た
。

特
に
、
展
示
館
で
見
ら
れ
る
、
今
ま
で
に
打
ち
上
げ
た

ロ
ケ
ッ
ト
の
模
型
の
展
示
品
に
は
納
得
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
打

上
げ
音
響
体
験
で
は
、
種
子
島
に
あ
る
射
場
か
ら
半
径
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
で
観
測
す
る
映
像
と
音
響
を
３
回
繰

返
し
放
映
し
て
く
れ
た
。
そ
の
音
響
の
衝
撃
は
航
空
団
基

地
で
聞
く
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
噴
射
音
や
離
陸
時
の
轟
音

の
比
で
は
な
く
、
「
耳
を
劈
く
音
」
の
言
葉
は
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
爆
発
的
な
轟
音
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
か
ら
上

昇
す
る
僅
か
15
秒
間
の
短
時
間
帯
で
は
あ
る
が
、
心
臓
ま

で
激
し
く
叩
き
圧
迫
す
る
強
靭
な
音
で
あ
り
、
こ
の
轟
音

が
長
時
間
続
け
ば
、
人
体
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
は
と
も

思
わ
れ
、
こ
れ
が
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
音
で
あ
る
こ
と
を
強

く
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

の
立
入
り
の
禁
止
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

午
後
３
時
に
２
番
目
の
研
修
先
で
あ
る
鹿
島
神
宮
に

着
い
た
。
鹿
島
神
宮
（
旧
官
幣
大
社
）
は
関
東
最
古
最
大

の
神
社
で
あ
り
、
そ
の
創
設
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大

和
朝
廷
の
武
力
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
か
っ
て
は
防

人
た
ち
が
長
旅
の
武
運
を
祈
っ
て
旅
立
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
「
鹿
島
立
ち
」
の
言
葉
が
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。

神
宮
に
着
い
て
最
初
に
気
の
付
い
た
こ
と
は
、
写
真
で

見
て
い
た
第
一
鳥
居
（
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
）
の
姿
が
見
え

な
い
の
で
近
く
の
店
で
尋
ね
る
と
、
先
の
地
震(

東
日
本

大
地
震)

で
倒
壊
し
た
と
の
こ
と
、
地
震
の
被
害
が
此
の

地
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

最
初
に
宝
物
館
に
入
り
、
茨
城
県
下
唯
一
の
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
神
剣
」
を
拝
見
す
る
。
全
長
３
メ
ー
ト

ル
の
剣
は
普
通
の
太
刀
の
３
倍
の
長
さ
は
あ
る
。
反
り
の

な
い
直
刀
で
、
製
作
年
代
は
凡
そ
１
３
０
０
年
前
の
物
で

作
者
不
明
の
剣
で
あ
る
由
。
国
宝
の
剣
と
は
言
え
、
此
の

時
期
、
国
内
に
お
い
て
鉄
製
で
の
剣
を
作
り
得
た
の
か
疑

問
を
残
し
て
博
物
館
を
出
る
。

帰
り
の
集
合
時
間
を
考
え
る
と
、
団
体
で
の
境
内
散
策
で
は
時

間
が
足
り
な
い
と
の
思
い
か
ら
単
独
で
巨
木
の
立
ち
繁
る
参
道
を

た
ど
り
、
奥
宮
の
裏
に
鎮
座
す
る
「
要
石
」
の
場
を
探
し
当
て
た
。

「
要
石
」
は
鳥
居
の
あ
る
垣
根
に
囲
ま
れ
た
中
央
に
見
え
る
凹
ん

だ
20
セ
ン
チ
位
の
石
で
あ
っ
た
。
此
の
石
は
地
軸
に
繋
が
る
と
か
、

ま
た
鹿
島
の
神
の
座
位
す
る
「
霊
石
」
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
来
た
参
道
を
戻
り
、
途
中
本
殿
の
隣
に
聳
え
る
杉
の
巨
木
は

根
周
り
12
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
推
定
１
３
０
０
年
と
も
言
わ
れ
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
神
秘
的
な
ご
神
木
に
手
を
触
れ
礼
拝
す

る
。時

間
は
過
ぎ
て
、
塚
原
卜
傳
の
墓
所
や
像
の
立
つ
場
所
に
は
足

を
運
ぶ
こ
と
も
出
来
ず
帰
路
の
バ
ス
に
乗
り
、
午
後
６
時
40
分
楽

し
か
っ
た
一
日
の
研
修
旅
行
は
無
事
に
終
わ
り
、
朝
出
発
し
た
場

所
に
帰
っ
た
。

平
成
24
年
２
月
10
日

木
更
津
支
部
会
員
（
空
）

打上げたロケットの模型

要石の鎮座する所

春
の
叙
勲
受
章

瑞
宝
小
綬
章

小
川

克
彦
【
鎌
ヶ
谷
支
部
】

瑞
宝
双
光
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